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第３章　部材の性質と応力度

 

14QH2502 
問題  

図のような梁Ａ及びＢに等分布荷重wが作用したときの曲げによる最大たわ

みδＡとδＢとの比として、正しいものは、次のうちどれか。ただし、梁Ａ及

びＢは等質等断面の弾性部材とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 δＡ ： δＢ 

1. ２ ： １ 

2. ４ ： １ 

3. ８ ： １ 

4. 16 ： １ 
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14AH2502 

解説 正答――４ 

等分布荷重が作用する片持ち梁の最大たわみδは次式で求められる。 

 

 

 

 

 

梁Ｂは、ピンの左右の剛比の割合で荷重が分担されるが、左右対称なので、

δＢは、スパン l /２の片持ち梁の最大たわみと等しい。 

 

 

 

 

 

したがって、 

δＡ＝
ＥＩ

4

８

１ wl
 

δＢ＝
ＥＩ

4

２

８

１






 lw

 

∴δＡ：δＢ＝１：
4

２

１






 ＝16：１ 

正答は4.である。 

 

解　説

正答 4


